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1 はじめに 

 昨今のスマートフォンに代表される ICT デバイスの多機能化や高機能化、無線ネットワークの高速化、

あるいは Wi-Fi スポットの増加など、インターネットを取り巻く環境の変化が著しい。近頃では一昔前

なら活用が困難であった大容量の情報コンテンツについて、インターネット経由で気軽に利用できるよ

うになった。写真の共有サービスや音楽配信サービスなど同様、このような大容量の情報コンテンツを

扱う典型的なインターネットサービスの一つとして、動画配信サービスは徐々に市民権を得つつある[1]。

事実、街中や移動中など場所の如何を問わず、動画を楽しんでいる人の姿は珍しくなくなった。このよ

うにインターネットを通じた動画視聴の機会が増えるにつれ、動画配信サービスは従来の有料ビジネス

モデルの代表例であった有料放送やレンタル DVD などに次ぐ、次世代の有望なビジネスモデルの一つ

となる可能性を帯びてきた。 

 しかし一方で、現時点における有料での動画配信サービスの利用率は、必ずしも高いとはいえない状

況にある[1]。したがって現在、有料での動画配信サービスの利用を通じインターネットの環境変化の恩

恵を享受しているであろう視聴者は、無料メディアの王道である地上波放送だけで事足りている従来の

視聴者にはない特徴を有している可能性がある。 

 そこで本研究では、現在「有料での動画配信サービスの利用者」と、「無料放送のみの利用者」の差異

について、数量化理論第Ⅱ類に基づき考察したい。 

2 調査概要 

調査時期 ：2017 年 2月 28日～3月 8日 

 調査対象 ：関東（1都 6県）在住、15歳から 49歳の男女 

標本抽出方法 ：QUOTA SAMPLING 性別・年齢(5歳刻み)・居住地で割付 

サンプルサイズ ：6,000   

調査方法 ：Web形式 

3 調査分析手法 

(1) 調査項目 

 調査項目および仮説については下記のとおりとした。 

 (a) 年齢や性別などの基本的属性を測る調査項目の設定に併せ、若年層ほどインターネットを通じた動

画視聴経験が高いとの調査結果[1]を参考に、有料ネット動画視聴者は年齢や性別などの基本的属性

との関連性が高い、との仮説を設定した。 





る説明変数 6 個（＜表 1＞「3 視聴の実態」）の全てが、基礎的属性である説明変数『性別』や『年齢』

より上位となった。したがって有料ネット動画視聴者は性別や年代などの基礎的属性による影響が相対

的に高い、という仮説については否定された。また、ICT リテラシーに関連する説明変数の 1 つである

『ケータイ所有状況』は 10 個の説明変数の中で相対的に最下位となった。したがって有料ネット動画視

聴者はスマートフォンやタブレットの所有の有無など ICT リテラシーと密接な関連があると考えていた

仮説についても、視聴の実態を表す説明変数ほどには高いと言えないことが分かった。加えて説明変数

『視聴する主なジャンル（映画）』や『視聴のきっかけ（Web 評判閲覧）』が偏相関係数で 0.3 を超えて

おり、視聴実態を示す説明変数 6 個の中でも有料ネット動画視聴者に与える影響が高いことが分かった。 

 

 

 次に、それぞれの説明変数において、個々のカテゴリーが有料ネット動画視聴者と無料放送のみ視聴

者のどちらに効いているかについて、カテゴリーウェイトより分析した。ここではプラスが大きいほど

有料ネット動画視聴者、マイナスが大きいほど無料放送のみ視聴者である。偏相関係数 1 位『視聴する

主なジャンル（映画）』では映画を視聴する人ほど、2 位『視聴のきっかけ（Web 評判閲覧）』では Web

の評判をきっかけに視聴する人ほど、有料ネット動画を視聴する傾向となった。偏相関係数 3 位以下で

は、動画や音楽サービスを利用している、学校や職場などで視聴している、友人のすすめをきっかけと

して動画を視聴している、動画を視聴する際の考え方として有料であっても広告のないサービスがよい、

主なジャンルとしてアニメを視聴する、としたものほど、有料ネット動画を視聴する傾向となった。結

果、これらの説明変数を通じた外的基準である無料放送のみ視聴者と有料ネット動画視聴者の判別的中

率は 87.7%となり、また、判別グラフは＜図 1＞のとおりであった。 

＜表 2：数量化理論第Ⅱ類の分析結果：相関比 0.57、判別的中率 87.7%＞ 



＜図 1：判別グラフ(視聴形態 2 分類の場合)＞     ＜図 2：判別グラフ(視聴形態 3 分類の場合)＞ 

 
 ちなみに本報告においては両極端ともいえる視聴形態である、有料ネット動画視聴者 834 名と無料放

送のみ視聴者 748 名を外的基準として採用したが、併せてその両者の中間的な形態ともいえる無料放送

と無料ネット動画のみを利用している視聴者 1,710 名を含めた計 3,292 名の 3 つの視聴形態でも分析を

行った。結果は＜図 2＞となり、相関比は 0.39、判別的中率は 63.7%まで大幅に下がっている。 

5 まとめ 

 有料ネット動画視聴者と無料放送のみ視聴者を外的基準に、年齢など基本的属性や ICT リテラシー、

動画の視聴実態など 10 個の説明変数として数量化理論第Ⅱ類で分析した結果は以下のとおりである。 

 (1) 『視聴する主なジャンル（映画）』や『視聴のきっかけ（Web 評判閲覧）』の偏相関係数は 0.3 を

超えており、視聴実態を示す説明変数 6 個の中でも有料ネット動画視聴者に与える影響が高い。 

 (2) 映画やアニメなどのジャンルを視聴する、Web 上での評判や友人によるすすめをきっかけに動画

を視聴する、学校や職場で動画を視聴する、また動画視聴の際には有料でも広告がない方がよい、動画

サービスや音楽サービスを利用している、と回答した人ほど、有料ネット動画を視聴する傾向にある。 

 (3) 一方、有料ネット動画を利用する傾向として性別や年代、ケータイ所有の有無は上記(1)(2)ほどの

影響はみられなかった。 

 上記より、有料ネット動画の視聴者は自らの興味の深い特定ジャンルの動画コンテンツについて、Web

やリアル空間を問わず同じ趣味や興味を共有する人的ネットワークを活用しつつ、学校や職場など自宅

以外の様々な場でも、視聴している傾向がうかがえた。ある意味、有料ネット動画の視聴者はオーソド

ックスなコンテンツが中心の無料放送では満足できないほど、動画に対するこだわりや愛着が強い視聴

者なのかもしれない。今後は有料ネット動画の視聴者について、有料放送や DVD レンタルなど、その

他の有料サービスと絡めて分析を進め、視聴者像の更なる深掘りを進めたい。 

6 参考文献 

[1] 総務省(2016)「平成 28年度 情報通信白書」,174-176 

[2] 株式会社 NTTドコモ モバイル社会研究所(2016)『データで読み解く スマホ・ケータイの利用ト

レンド 2016-2017 ケータイ社会白書』中央経済社,98 

[3] 飽戸弘、他(2016)「シニアの ICT利用に関するライフスタイル・アプローチ(2) －類型化された

シニアの社会的分布と ICT利用－」『日本行動計量学会第 44回大会抄録集』388-391 

[4] 飽戸弘、他(2015)「スマホ時代の動画利用に関するライフスタイル・アプローチ(1) －動画視聴

後の行動類型の構造と視聴動画ジャンル－」『日本行動計量学会第43回大会抄録集』178-181 

[5] 竹村朋子(2012)「テレビ番組視聴に関するメディア利用行動と利用動機の検証 –テレビを所有し

ない若者への質的インタビュー調査」『立命館産業社会論集 第 48巻第 2号』,161-164 

[6] 木村義子/関根智江/行木麻衣(2015)「テレビ視聴とメディア利用の現在 ～「日本人とテレビ・2015」

調査から～」『放送研究と調査 2015 年 8月号』NHK 出版,18-47 


